
     
 

  

      

 先輩たちの「声」 

今回は，大学入学共通テストを受験した３年生や，本校を卒業して，鹿児島大学に進学した先輩

たちの「声」を紹介します。 

来年度は，２年生にとって，人生で最も重要な一年になるといっても過言ではありま

せん。また，１年生にとっても，文系・理系，系列などのコースが分かれ，より，専門

的な学習が始まる学年となります。 

新学期に向けて，先輩達の声を参考に自分たちが取り組むべき課題について，今一

度見つめなしてみましょう。 

Chapter１ 「大学入学共通テスト」受験を終えて 

１月 18 日（土），19 日（日）に，大島高校で「大学入学共通テスト」が実施されました。このテストは，多く

の大学や短期大学が入学者選抜に採用している重要な試験です。今回は，このテストに向けた学習を通

じて，日々の生活にどのような変化が生まれたのか。また，後輩へ伝えたいことは何か，先輩たちの声を

見てみましょう。 

【心境の変化・・・】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先輩たちの声で最も多かったのが，「勉強が，好きになった。」「楽しくなった。」といった内容でした。受

験勉強を続けることは決して容易なことではありませんが，諦めずに継続して取り組んだことで，学力向

上だけではなく，社会生活に必要なスキルの習得や，精神面の成長など，様々な面での進歩を感じるこ

とが出来たようです。 
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解けない問題が解ける

ようになり，成績が向上

することで，勉強する楽

しさを学んだ。この経験

は，今後の生活に役に立

つだろうし，自分への変

化をもたらしてくれると

思う。 

 

本当に行きたいと思え

る大学に出会ってから，

頑張ることができた。続

けることの大切さを改め

て知ることができた。 

精神的にとても強くな

れた。同じ目標に向かっ

て頑張る友人という，一

番大切なものを見つける

ことができた。 

様々なことに計画を立

てて取り組めるようにな

り，向う姿勢も変化した。 

やりたくない，嫌なこ

とにも取り組めるように

なった。 

挨拶や，礼儀，言葉遣い

なども多く学ぶことがで

きた。これからの社会に

も役に立たせられると思

う。 

日本史では，時代の流

れと出来事を想像して勉

強していくことで，苦手

教科だったのが，今では，

「楽しい」「面白い」と思

えるようになった。また，

想像力が身についたと感

じた。 

 本を読むことが増え

た。様々なジャンルの本

を読むことで，文章問題

も早く理解出来るように

なった。 

 

「逃げずに続ける」こ

とが身に付いたおかげ

で，この１年で 90 点近く

点数を向上することがで

きた。 

 
 ストレスや焦りが確実

に自分自身を強く鍛えて

くれた。そして，多少のこ

とは，冷静になれる精神

力を身につけることがで

きた。 

 



【後輩へ伝えたいこと・・・】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  後輩を思う気持ちが伝わってきますね。先輩たちが築いてきた伝統や経験をしっかりと受け継ぎ実践

することが，進路実現の近道です。 
 

Chapter２ 鹿児島大学訪問 

２年普通科の班が，修学旅行で「鹿児島大学」に行き先輩たちを訪問しました。 

（１） 大学についての印象の変化 

・ 思っていたよりも時間に余裕がありそうなため，少しだけ安心した。 

・ ずっと勉強をしなければならないと思っていたけが，バイトをしたり，部活をしたりできる

のを知って楽しそうだと思った。 

・ もう少しピリピリしていると思っていたが，いい雰囲気で楽しそうだった。 

・ パンフレットには載らない楽しみや苦労を知れて，より大学への興味が深まった。 

・ 堅苦しい感じではなく，自由な部分もあるということがわかった。 
 

○ 勉強ばかりで大変そうな大学のイメージですが，身近な先輩と話しができたことで，印象が変わった

ようです。 

（２） 進路実現に向けて，先輩からの助言 

・ 勉強を始める時間を習慣化すること。  ・ メリハリをつけながら生活すること。 

・ 提出物をとにかく期限までに出すこと。  ・ 日頃からコツコツと勉強すること。 
 

○ 日頃，先生たちが言っているようなことを，先輩たちも伝えてくれました。基礎，基本となる部分がど

れだけ重要かわかると思います。 

（３） 先輩からの話しを聞いて・・・ 

・ 多くの生徒が，「勉強をもっと頑張らなければならない」と感じたようです。 

 

Chapter３ まとめ 

   今回の「向学」では，先輩達たちの声を取り上げました。多くの生徒が，苦手意識をもつ勉強から逃げる

ことはできませんが，継続して取り組んだことで，気持ちに前向きな変化が生まれてくることがわかりまし

た。 

   新学期はもうすぐです。進路先が未定の人は，まずは，進路先を見つけましょう。決まっている人は，目

標に向かって計画をたて，コツコツと取り組むように心掛けましょう。 

気が乗らなくても，毎日

１分でも 30 秒でもいいか

ら勉強に向かうと良い，そ

うすると，自然と勉強時間

が増えてくる。 

受験は勉強だけの争いで

はなく，周りとどれだけ一

緒に頑張れるとか，仲間を

思いやって支えられるかな

ども大事。 

受験は時間との勝負。１

日１日を大切に過ごすため

にも，徳高ダイアリー（手

帳）を活用することは重要

です。 

進路先を早めに決めて，

オープンキャンパスなどに

行くことによって，勉強へ

のモチベーションを上げる

ことができる。 

生活習慣は崩さず，毎日

コツコツ頑張ればちゃんと

積み重なっていく。自分を

追い込み過ぎない程度に頑

張れ。 

受験する全員が同じ方向

を向いていないと勉強をし

たい誰かの邪魔をするかも

しれない。他者を思いやる

行動を忘れないでほしい。 



 


